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j 奈良市文化財保護条例と市指定文化財 i 
i 柚叫岨史のある，!.lrI'iであり 世界に誇れる 州 の文化財があり i
E ます. ニれ り支化財は いずれも弘たらの先住iが守り伝えてきた貴重な 8

l もので 未来の交化創造次基礎となる ものです. 市ではニれ句の文化財 E
iを大切に倣渡し 市民生活のヰlに生かしてい〈ために 阿初日年に 「奈 f
?以市文化対保趨粂例」を制定 し 日お叫カりはニの条例にもとづき 市 q

O指礼文化財の街乏をはじめました. 0 

6 市内にある指定文化財は 国五 重要文化財tをはじめとする国指定の 6

~ b (1)-/)'醐 11'， 1I!指定文化財1'J'14f1'IJり ニれに市制文化財"件帥， : 

X えると 781f干の多段にのぼ勺ていますOOH311l現夜).~ニのほか 市内 X

lにl鳩町ヲ文化ib'ff.I<'l..，ていて ζの中には文化財として価値の高い i
iものや奈良の州帥1るヲえで胞なものむ多くあり 市で{叫Mli哨を行って，，)t-t そ札して特に川川を持例奈制良l市1何附'

b 毛志:しています.

i 今回とりあげたのは判 6f!までに指定した川州脱文化財です.i
L同月~~<><>~<><><>~<><><><><><><><>~<><><><><>å
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正王両耐平半員企 《枇町}
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tきた町内'"ばであるが Kんに弁 L・I
のことだけで"会 C f(i司時代"'長良

町のようすがわかるe豊富な内存会嘘"
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